
みんなで取り組む防災・減災ひこっちの防災知恵袋

環境戦隊
たはらエコレンジャー環境けいじばん

▼地域は自らの手で守る！ ▼防災対策課　☎23-3548

　はじめまして、ひこっちです。
　田原市では全地区に自主防災会があり、それぞれの地区の特性に合った防災活動に取り組んでいます。今
回は令和７年度に取り組んだ童浦校区コミュニティ協議会（自主防災活動推進地区）の活動を紹介します。

【テーマ】　「ひとりひとりが手をとりあい地震に負けない地域づくり」
【内 容】　◆イベント行事での防災啓発

童浦市民館まつりでの防災防犯フェア開催、笠山だでのん
まつりでの起震車体験など

◆避難所開設・運営訓練
車中泊、ペット同伴の避難者にも配慮した避難所運営

◆地域から学ぶ防災の取り組み
童浦小学校４年生児童が防災倉庫の見学や耐震性貯水槽
の仕組みなどを学習

◆地区別地震・津波避難マップの見直し
12の自主防災会のそれぞれの地域の現状に合わせた避難方法を再確認しマップを修正

【成 果】　地区からの声（抜粋）
●自助、共助の理解、防災教育の重要性を再認識した（吉胡区）
●災害に備えるため継続的な訓練が必要だと感じた（光崎区）

　どの地区も地域で協力することの大切さを改めて強く感じました。今後も防災教育活動や訓練を続けるこ
とで、地域のさまざまな課題を洗い出し、より一層地域防災力を高めていきたいと思います。

堆肥散布による悪臭などの発生防止にご協力を！
　これから夏場にかけて、農地への堆肥散布の時期を迎えます。堆肥を使用する際には次の点に注意し、
生活環境の保全と水質汚濁などの防止にご協力ください。
●完熟堆肥の使用
　十分発酵させた悪臭が出にくい完熟堆肥を使用する。
●散布後、直ちに鋤

す

き込む
　雨により散布後の鋤

す

き込みがすぐにできないことのないよう、天候に注意する。
●生活環境に配慮を
　住居や観光施設に近い農地に散布する場合は、生活環境に十分配慮し、悪臭、
　害虫、粉じんや汚水が発生しないようにする。
●過剰な堆肥散布をしない
　地下水汚染の原因にもなるため、過剰な堆肥散布はやめる。

畑や畜産場の適正管理に努めましょう！
　近年、堆肥や畜産場が原因となる、悪臭や水質汚染の苦情が多数寄せられてい
ます。堆肥を鋤き込まず放置すると、雨風によって河川に流れ、河川や海が汚れる
要因の一つになります。また、堆肥の一部が河川に堆積し、悪臭を放ちます。
　事業者の方は設備（浄化槽）のこまめな点検を行い、場内を清潔に保ち、汚水が
河川や海に流出しないようご協力をお願いします。　▶環境政策課　☎23-3541

▲訓練の様子
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